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新規老化誘導マイクロRNAによる膵癌細胞株の増殖抑制 
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 マイクロRNAは、標的遺伝子群の発現を転写後抑制し、発がんやがん抑制遺伝子としての機能を有することが知られている。これまで私たちは、TIG-3やSiHa細胞株に細胞老化を誘導するmiR-22を報告した。本研究では、老化誘導マイクロRNAの網羅的スクリーニングを行い、細胞老化を誘導する新規マイクロRNAを同定した。その老化誘導マイクロRNAを導入したTIG-3細胞のトランスクリプトームを解析した結果、そのマイクロRNAは、CDK阻害因子やcyclin D1を含む細胞周期関連の遺伝子発現を直接的または間接的に制御していることが示唆された。またこのマイクロRNAは、ヒト膵星細胞株においても細胞老化を誘導したが、一方でヒト膵臓がん細株において細胞老化ではなく、細胞死を誘導することがわかった。これらの結果から、この新規老化誘導マイクロRNAは、膵癌に対して抗腫瘍効果を有する核酸医薬としての応用が期待された。
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